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  令和 3年 1月 28日（木）に第 1回学位審査委員会を開催し、愛知県立大学看護学研究科学位審査





































第 1段階の記述研究では、外来で化学療法を受けたがん患者 12名を対象に、それぞれ 2回の半構
造化面接を行った。1 回目の面接調査で得られたデータを分析した結果を 2回目の面接調査で対象
者に提示し、分析の確かさを確認したことから、十分なデータに基づく確証性の高い結果が得られ
た。また、豊富なデータを基に、対象者個々のアイデンティティの揺らぎの収束プロセスを丁寧に
分析したのちに、全体分析として統合しており、現象を適切に記述することができた。さらに、複
線径路・等至モデルを用いることで、社会生活の継続に向けた治療選択ならびに意思決定の内容
と、その際のアイデンティティや対処行動の違いから、「がん患者になることを早期に覚悟し、仕事
と治療を両立できる自分であることに重きをおきながら主体的に行動し、新たな自分をみつけてい
く」「がん患者になったことはやむを得ないとして受動的姿勢で治療に臨むが、症状に対応しきれな
い自分に役割喪失への危機感を抱いたことから改悛し，主体的に行動してがんを経験した新たな自
分として生きていくことを目指す」「がん患者になることを覚悟しきれないままに治療に臨むが、社
会生活に支障を来す症状を経験したことによって自分の身体への危機感を抱きこれまでの自分を取
り戻そうとする」「がん患者になることを覚悟できないままに治療に臨み、治療に伴う症状の出現に
仕事をする自分を喪失するかもしれない危機感から自分でも対応しようとするが十分できず、今後
は成り行きに任せて生きていこうとする」の 4つに分類されるパターンを見出した。これまで、
様々な観点から外来化学療法を受けるがん患者の体験を記述した研究はあるものの、アイデンティ
ティの揺らぎの収束プロセスを 4類型に分類して多様性を示したことは新たな知見である。 
第 2段階の研究では、アイデンティティの揺らぎが生じる時期に必要とされる支援を示した看護
モデルを作成し、専門家パネルによる内容妥当性と実行可能性の評価を得た。介入のタイミング
を、がんを疑って初めて受診したとき、がんの手術を受けることが確定したときなど、記述研究の
結果で示されたアイデンティティの揺れが大きくなる 7地点に設定し、タイミングごとのアセスメ
ントの視点を示した。そして、アセスメントの結果を、第 1段階で明らかにしたアイデンティティ
の収束プロセスの 4パターンと照らし合わせ、アセスメント地点のアイデンティティの状況を判断
する指標とそれに応じた援助内容を明示した。介入のゴールは、患者が自身の置かれている状況な
らびに今後予測される状況を適切にとらえ、治療継続と社会生活の両立に向けた行動を具体的に示
すことができるようになることとした。この看護モデルの特徴は、がん患者のセルフアドボカシー
の概念に示される内在する力に着目し、患者の対処や意思決定能力、情報探求力ならびに他者と協
働する力を涵養したり強化したりすることで、患者ががん罹患に伴う困難に適切に対処し、アイデ
ンティティの揺らぎの収束をはかることにあり、独創性、創造性の高い成果が得られたといえる。
また、専門家会議の指摘を受けて、看護モデルの活用方法が具体的に示されたことにより、看護モ
デルに基づいて外来看護師が適切な支援を提供することを可能にし、臨床における有用性の高いモ
デルを作成できた。今後は、作成した看護モデルを臨床の場で適応していくなかで改めて現象を捉
え，患者の状況に応じた看護モデルとなるように洗練させていくことが課題である。 
公開最終試験では、2段階にわたる研究成果の概略を適切にプレゼンテーションできた。審査委
員からは、揺らぎの収束を図る支援の必要性、記述研究において対象者の個人属性がアイデンティ
ティの揺らぎの収束プロセスに影響を与える可能性、記述研究結果のオリジナリティ、看護モデル
を臨床に適用して洗練する方法について質問がだされ、本論文の研究成果や、自身の臨床実践およ
び研究で得られた体験をもとに適切に回答がなされた。博士後期課程の学習成果として、大学院進
学後に研究手法に関する理解の未熟さを感じ基礎を一から学び直したこと、フィールド調査施設と
の調整をする中で他者の理解が得られるプレゼンテーションや交渉の仕方が身についたこと、職場
と調整を図りながら研究成果をまとめることができたプロセスから研究と仕事の両立を図る自信が
ついたことが語られた。今後は作成した看護モデルの臨床活用の研究等を機会として、量的な研究
手法についても理解を深めていきたいと展望が述べられた。 
 
以上のことから、本学位審査委員会は、提出された本論文が、愛知県立大学大学院看護学研究科
博士後期課程の学位に関する内規第 16条の 2項を満たしており、独創性、新規性、発展性を有し、
実証的かつ理論的に成果が導き出され学術上価値のある論文であると判断する。そして、申請者が
看護専門領域における十分な学識と研究者としての能力を有するものであると確認したので、博士
（看護学）の学位を授与するに値すると判断した。 
 
